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地震当日の私の体験 

 

地震があった午後２時４６分の前まで、私は学活の教科連絡をして教室でプリントを配

っていました。そのときに、地震が来ました。すぐにどこかの下にもぐりました。その後、

Ｓ先生が走ってきてくれました。先生が来てからも何分間か机の下などに潜っていました。

揺れがおさまってから帰りの準備をして体育館に集まりました。家が横手市内なので連絡

を取って車で帰ろうと思い、携帯に電話しましたが回線が混み合っていたのかつながりま

せんでした。何回か、かけているうちにつながりました。そして、学校まで迎えに来ても

らいました。 

家に帰ると母方のおばあちゃんとおじいちゃんがいました。妹はその日体調が悪く休ん

でいたので家にいました。家に食べ物があまりなかったので、開いているスーパーに買い

に行きました。そこのスーパーには、たくさんの人がいて混雑していました。「こんな時に

開けてくれるなんてすごいな」と思いました。その後、美郷町に住んでいるおばあちゃん

の家に、おばあちゃんを迎えに行きました。夜は、停電していてお風呂にも入れずろうそ

くの火だけで過ごしました。 



 

 

その後の３ヶ月間の私の動き 

 

特にやったことはありませが、節電を心がけるようにしました。募金も少しですができ

ました。 

 

 

今私にできること 

 

やっぱり節電を心がけたり、節水を心がけたりすることだと思います。みんなが少しず

つでも小さなことを積み重ねれば大きなものになると思います。だから、私はこれからも

節電・節水に心がけていきたいです。 

 

My experience on the day of the earthquake 

There occurred the earthquake at 2:46 PM. I dove down somewhere soon. Then Mr. S(our 

teacher) came into the classroom. I got ready to go back home. And all students gathered in 

a gymnasium.  Telephone circuit was clouded. I called my mother many times. 

We had not foods in our home. So we went shopping. I think the supermarket was wonderful. 

I spent the night of the day by a candle. 

 

My movement in these three months 

I kept economy in power consumption and saving water in mind. 

 

Be born to me now 

I think that we are able to build any big matter if we repeat a small thing. I want to keep 

economy in power consumption and saving water in mind from now on. 

 


